
お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お知らせ

　

時
の
流
れ
は
早
い

も
の
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
任
期
が

今
月
い
っ
ぱ
い
で
満

了
と
な
り
ま
す
。
平

成
29
年
１
月
、
手
作

り
の
太
鼓
「
遊ゆ
う
こ鼓

」
を
叩
き
な
が

ら
歩
い
て
高
梁
に
辿
り
着
い
た
日

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

た
だ
呆
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
私
の
よ
う
な

変
わ
り
者
を
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
温
か
さ
で
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
右
も
左
も
分
か

ら
ず
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
3
年
間
で

す
が
、
困
っ
た
と
き
は
多
く
の
方
に
親
身

に
な
っ
て
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
梁
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
「
長ち
ょ
う

�

は
魅
力
を
失
い
廃
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
有
漢
に
は

「
長
蔵
音
頭
」
と
い
う
大
切

な
種
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
い
う
花
が
咲
く
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
地
道
に
活
動
を

続
け
れ
ば
未
来
に
は
大
き
な
力
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
手
探
り
の
状
態
で
始
め
た
「
地
域
お
こ

し
」
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
大
切
さ
が
分

か
り
ま
す
。
何
百
年
も
続
く
家
、
集
落
、

習
俗
が
存
続
の
危
機
を
迎
え
る
な
ど
、
大

き
な
時
代
の
変
わ
り
目
を
身
を
も
っ
て
感

じ
て
い
ま
す
。
地
域
が
豊
か
に
持
続
し
て

い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
一
人
で

考
え
る
に
は
難
し
い
課
題
で
す
が
、
気
張

り
過
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

土
は ぶ

生 裕
ひろし

 隊員

蔵ぞ
う
音お

ん
ど頭
」
で
す
。
地
方
に

は
都
市
と
比
べ
て
仕
事
が

少
な
く
、
若
者
の
多
く
は

都
市
で
生
活
せ
ざ
る
を
得

な
い
時
代
で
す
が
、
豊
か

な
自
然
と
独
自
の
文
化
は

誇
る
べ
き
も
の
で
す
。
独

自
の
文
化
を
失
っ
た
地
域

有漢町の里山で竹を伐採する土生隊員

平成 30 年に有漢町で開催したライブ

ス
ポ
ー
ツ

日
時
　
４
月
26
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所
　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象
　
高
梁
市
、
新
見
市
、
吉
備
中
央
町

に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
26
日（
日
）・
５
月
３
日（
日
・

祝
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

対
象　
一
般
の
チ
ー
ム（
社
会
人
用
Ｍ
号

球
を
使
用
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
４
月
21
日（
火
）午
後
７
時
か

ら
行
う
抽
選
会（
市
民
体
育
館
）に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
軟
式
野
球
連
盟
高
梁
地
区 

赤あ
か
木ぎ

寛ひ
ろ
幸ゆ

きさ
ん

☎
０
９
０
‐
４
１
４
９
‐
１
３
５
５

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
４
月
26
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
　
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
員
、
ま

た
は
高
梁
市
、
新
見
市
に
在
住
、
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人

部
門　
第
１
部（
高
校
生
男
子
～
44
歳
男

子
）／
第
２
部（
45
歳
～
64
歳
男
子
、
19
歳

～
44
歳
女
子
）／
第
３
部（
65
歳
以
上
男

子
、
高
校
生
女
子
、
45
歳
以
上
女
子
）

備
北
地
区
２
市
１
郡

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
費　
１
組
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
16
日（
木
）ま
で
に
高
梁

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
へ

問
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会 

川か
わ
西に
し
基も
と
隆た
か
さ
ん

☎
０
９
０
‐
２
２
９
１
‐
１
６
８
７

部
門
　
１
部
～
３
部（
ペ
ア
の
組
み
合
わ
せ

は
自
由
）／
４
部（
初
心
者
お
よ
び
小
学
生
）

参
加
費　
一
般
１
２
０
０
円
／
高
校
生
以

下
８
０
０
円

申
し
込
み
　
４
月
14
日（
火
）ま
で
に
高
梁

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ

問
高
梁
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

長は
谷せ

川が
わ
香か
織お

りさ
ん

☎
０
９
０
‐
１
０
１
１
‐
７
５
１
２

　

在宅医療・介護連携推進事業通信 第 46 回

　在宅実習で療養者の自宅を訪問しました。最初は意思疎通を図ることが難し

かったですが、訪問を重ねるにつれて療養者にとっての最適なコミュニケーシ

ョン方法を見つけ出し、本人の思いを汲み取るなかで現在の疾患と既往歴を関

連付けることもできました。また、看護師は専門的な知識や技術を身に付ける

ことと同様に患者さんに寄り添うことで、徐々に信頼関係を築くことができる

と感じました。

　同じ疾患でも、療養者の生活背景などの違いによってそれぞれニーズは異なります。そのニーズを把握するた

めに、普段のコミュニケーションから必要な情報を収集することは、患者さんに一番近い存在である看護師の重

要な役割だと考えました。そのためには、自宅に訪問して生活のなかで困ることはないかを確認することも大切

だと思います。実際に本人に生活動作をしてもらい、本人と家族が生活する上で何が良い方法（住宅改修、福祉用

具のレンタルなど）なのかを、医療・福祉・建築などの専門職がチームとなって

考えることで、退院後の安心した生活につながっているのだと感じました。

　退院後の生活を考えることは、看護師として大切なことだと思います。在宅

実習の経験を生かして、看護師として頑張っていきたいと思います。

問医療連携課 ☎（21）０３０４

在宅実習を通して感じたこと
織お
り
た田 

茉ま

な奈
さ
ん

（
吉
備
国
際
大
学
看
護
学
科
４
年
）

実習の様子

文
化

没
後
90
年
記
念 

児
島
虎
次
郎

も
う
ひ
と
つ
の
眼

　
高
梁
市
出
身
の
洋
画
家
・
児こ

島じ
ま
虎と

ら
次じ

郎ろ
う

が
撮
影
し
た
写
真
約
１
０
０
点
を
絵
画
作

品
と
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

会
期　
４
月
4
日（
土
）～
6
月
21
日（
日
）

場
所　
成
羽
美
術
館

開
館
時
間　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
た
だ
し
５
月
４

日
は
開
館
し
５
月
７
日（
木
）を
休
館
）

入
館
料　
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
８
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円

関
連
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
対
談
「
児
島
虎
次

郎
の
旅
と
そ
の
記
録
」

日
時　
４
月
19
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

３
時

場
所　
成
羽
美
術
館
多
目
的
展
示
室

講
師　
大お
お

原は
ら

謙け
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
大
原
美
術
館

名
誉
館
長
）、
児こ

島じ
ま
塊か

い
太た

郎ろ
う
さ
ん（
成
羽
美

術
館
理
事
長
）

問
成
羽
美
術
館

☎（
42
）４
４
５
５

26Ｒ2 (2020) ３月27 Ｒ2 (2020) ３月


